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患者の、患者による、患者のための愛腎協
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愛知県県議会議長に陳情書を提出しました。
◆日にち：2022 年 12月 1日（木）
◆場　所：愛知県議事堂愛知県県議会議長室
◆参加者：愛腎協：伊藤会長、高橋事務局長、小久保本部長、高木本部長、三岡監事
　　　　　名古屋市腎友会：鈴木会長、井上さん、服部さん

　須崎かん愛知県議会議長に、2022 年度透析患者の「生命とくらし」を守るための陳情
書を提出しました。新たに追加した陳情内容についても説明しました。
　高齢の透析患者が増え、食事をせずに透析を受けられる方が多くなったため、1日 1食
（透析食）が食べられるようお願いしました。
　須崎かん議長からは「しっかり応援していきたいと思います。新型コロナウイルスの影
響により病院も経営が厳しい状況であるが、透析食についても検討していきたいと思いま
す。総合経済対策で値上げしたものに対して手当していきたいと思います」と述べられま
した。

◆陳情項目
１．重度心身障害 (児 ) 者医療費助成制度に対する県単独事業の継続をお願いします。
２．高齢患者の通院支援・合併症を伴った患者の医療療養型病床の存続ならび、
　　特別養護老人施設の入所等総合的に配慮して頂けるようお願いします。
３．腎移植と腹膜透析導入の推進と共に障害者雇用対策の充実をお願いします。
４．ケースワーカ―ならび「ピアサポート」の人材を確保してください。
　　そして高齢患者に1日1食の透析食をお願いします。
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　　　　　　　　　　　　　　　・・　
その他の活動報告

★ 12月 4日 ( 日 )
　・第 4回西三河本部会議 (安城総合福祉会館 )
★ 12月 11日 ( 日 )
　・第 2回広報委員会 (愛知県白壁庁舎 )
　・東尾張本部 大会 (グリーンパレス春日井 )
★ 12月 18日 ( 日 )
　・名古屋本部第 3・4・5支部合同会議
　　(愛知県白壁庁舎 )
　・第 93回東海ブロック会議 (WEB開催 )
★ 12月 25日 ( 日 )
　・第 3回組織強化委員会 (愛知県白壁庁舎 )

　　
活動予定

◎1月8日 (日 )
　・第2回臨時理事会 (愛知県白壁庁舎 )
◎ 1月 15日 (日 )
　・第2回名古屋本部役員会 (愛知県白壁庁舎 )
◎ 1月 17日 (火 )
　・第3回業務執行部会議 (愛知県白壁庁舎 )
◎ 1月 29日 (日 )
　・第3回移植セミナー会議 (愛知県白壁庁舎 )

東尾張本部の活動報告
【瀬戸・尾張旭腎友会 設立総会】
◆開催日：11月20日（日）
◆会　場：尾張旭市渋川福祉センター 3 階 研修室 
◆参加者：30名
◆第1部 設立総会
　瀬戸・尾張旭市の透析施設 (7 施設 )の透析患者 (約 500人 )
　の医療制度や社会福祉制度を守るため結成しました。
◆第2部 医療講演
　透析患者における転倒の危険性について森敏彦先生
　(偕行会ウェルネスセンター)に運動実技と講演を
　していただきました。
【春日井地域腎友会 総会・東尾張本部 大会】
◆開催日：12月11日（日）
◆会　場：グリーンパレス春日井
◆参加者：20名
　医療講演はとてもわかりやすくリンは寿
命に大きく関わるため、食事や薬について
お話しがありました。
　良いシャントは「ザーザーザ」悪いと「ザッ
ザッザッ」と連続音「キューキュー」や「シュー
シュー」という音がします。止血時間が長
い場合やヘモグロビンが12以上ある場合もシャントが悪くなる原因になります。
　バイアバーンというシャントの新しい治療についても紹介がありました。

＜プログラム＞
第1部「春日井地域腎友会総会」
第2部「懇親のつどい」
　　①来賓挨拶　　　　②感謝状表彰式
　　③長期透析者発表　④2022年度活動報告
第3部「イベント」
　　１. マジックショー
　　　　マジシャン：三岡大（森林公園通クリニック代議員）
　　２. 医療講演
　　　講演：「より良い透析ライフの為に リンの管理方法等」
　　　講師：成瀬友彦先生（春日井市民病院院長）

　瀬戸・尾張旭市の透析施設 (7 施設 )の透析患者 (約 500人 )
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